
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

　

【請求項２】
　エチレン－酢酸ビニル共重合体の変性樹脂が、エチレン－酢酸ビニル共重合体の部分ケ
ン化物のカルボキシル変性樹脂であることを特徴とする、請求項 に記載の水系エマルシ
ョン組成物。
【請求項３】
　光重合開始剤が、少なくとも、分子間水素引き抜き型光重合開始剤を含んでいることを
特徴とする、請求項 に記載の水系エマルション組成物。
【請求項４】
　光重合開始剤が、少なくとも、分子間水素引き抜き型光重合開始剤および分子内結合開
裂型光重合開始剤を含んでいることを特徴とする、請求項 に記載の水系エマル
ション組成物。
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エチレン－酢酸ビニル共重合体またはその変性樹脂、光重合開始剤およびエチレン性不
飽和モノマーを少なくとも配合して、溶解または分散させることにより、油滴成分を調製
し、この油滴成分を界面活性剤によって水中に乳化させることにより得られ、

エチレン性不飽和モノマーが、少なくとも、エステル部分として炭素数６～１６の炭化
水素基を有する（メタ）アクリレートおよびエステル部分としてヒドロキシル基を有し、
炭素数２～５の炭化水素基を有する（メタ）アクリレートを含んでいることを特徴とする
、水系エマルション組成物。

１

１または２

１または２



【請求項５】
　エチレン－酢酸ビニル共重合体またはその変性樹脂が、エチレン性不飽和モノマー１０
０重量部に対して、３～６０重量部の割合で含まれていることを特徴とする、請求項

のいずれかに記載の水系エマルション組成物。
【請求項６】
　光重合開始剤が、エチレン性不飽和モノマー１００重量部に対して、１～１６０重量部
の割合で含まれていることを特徴とする、請求項 のいずれかに記載の水系エマルシ
ョン組成物。
【請求項７】
　請求項 のいずれかに記載の水系エマルション組成物を含有していることを特徴と
する、接着性組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、水系エマルション組成物および接着性組成物に関し、詳しくは、プライマーや
接着剤として好適に用いられる水系エマルション組成物および接着性組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、プラスチックフィルム、プラスチックシート、プラスチックフォーム、繊維、
合成皮革、金属などの各種の成形品を接着するための接着性組成物としては、有機溶剤系
の接着剤が広く使用されている。
【０００３】
この有機溶剤系の接着剤は、比較的硬質の成形品に対しても、高い接着強度を有しており
、種々の用途において使用されている。しかし、一方で、引火の危険性があり、また、衛
生環境上あまり好ましいものではないため、近年、このような有機溶剤系の接着剤に代え
て、水系の接着剤が開発されるようになってきている。
【０００４】
そのような水系の接着剤として、エチレン－酢酸ビニル共重合体を含有する水系エマルシ
ョンからなる接着性組成物が知られており、例えば、ヨーロッパ公開特許公報ＥＰ１１０
６６２８Ａ１では、エチレン－酢酸ビニル共重合体ケン化物のカルボキシル変性樹脂と界
面活性剤とを含有する水系エマルション組成物が提案されており、これを接着性組成物と
して用いれば、広汎な材料に対して高い接着強度を有し、成形品などであっても良好に接
着できることが記載されている。
【０００５】
より具体的には、ヨーロッパ公開特許公報ＥＰ１１０６６２８Ａ１には、まず、エチレン
－酢酸ビニル共重合体ケン化物のカルボキシル変性樹脂を界面活性剤によって水に乳化さ
せることにより水系エマルション組成物を調製し、次いで、この水系エマルション組成物
に、エチレン性不飽和モノマーや光重合開始剤を任意的に配合することによって、接着強
度の高い接着性組成物が得られることが記載されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかるに、ヨーロッパ公開特許公報ＥＰ１１０６６２８Ａ１に記載される接着性組成物は
、確かに、従来より知られているエチレン－酢酸ビニル共重合体を含有する水系エマルシ
ョンからなる接着性組成物よりも、高い接着強度で接着することができるが、このような
接着性組成物では、エチレン－酢酸ビニル共重合体ケン化物のカルボキシル変性樹脂を界
面活性剤によって乳化させた後、その調製されたエマルションに、親水性の高い（換言す
ると極性の高い）エチレン性不飽和モノマーや光重合開始剤を任意的に配合しているため
、被着体、とりわけ、表面の極性が低い被着体に対する濡れ性が不十分となり、十分な接
着性能を発現させることができない場合があり、また、エマルションの安定性も十分では
なく、機械的安定性および貯蔵安定性の不良を生じる場合がある。
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【０００７】
本発明は、このような事情に鑑みなされたもので、その目的とするところは、成形品など
の広汎な材料に対して高い接着強度を有し、表面の極性が低い被着体に対しても十分な濡
れ性を確保して、十分な接着性能を発現させることができ、さらには、エマルションの安
定性が良好で、機械的安定性および貯蔵安定性に優れる、水系エマルション組成物、およ
び、その水系エマルション組成物を含有する接着性組成物を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明の水系エマルション組成物は、

【００１０】
また、本発明においては、エチレン－酢酸ビニル共重合体の変性樹脂が、エチレン－酢酸
ビニル共重合体の部分ケン化物のカルボキシル変性樹脂であることが好ましい。また、本
発明においては、光重合開始剤が、少なくとも、分子間水素引き抜き型光重合開始剤を含
んでいるか、または、少なくとも、分子間水素引き抜き型光重合開始剤および分子内結合
開裂型光重合開始剤を含んでいることが好ましい。
【００１２】
また、本発明においては、エチレン－酢酸ビニル共重合体またはその変性樹脂が、エチレ
ン性不飽和モノマー１００重量部に対して、３～６０重量部の割合で含まれていることが
好ましく、また、光重合開始剤が、エチレン性不飽和モノマー１００重量部に対して、１
～１６０重量部の割合で含まれていることが好ましい。
【００１３】
そして、本発明の接着性組成物は、本発明の水系エマルション組成物を含有していること
を特徴としている。
【００１４】
【発明の実施の形態】
本発明の水系エマルション組成物は、エチレン－酢酸ビニル共重合体またはその変性樹脂
、光重合開始剤およびエチレン性不飽和モノマーを少なくとも配合して、溶解または分散
させることにより、油滴成分を調製し、この油滴成分を界面活性剤によって水中に乳化さ
せることにより得ることができ、得られた水系エマルション組成物は、エチレン－酢酸ビ
ニル共重合体またはその変性樹脂、光重合開始剤およびエチレン性不飽和モノマーを内包
するミセルが、水中に分散している状態となっている。
【００１５】
本発明に用いられるエチレン－酢酸ビニル共重合体（以下、ＥＶＡと略称する。）は、例
えば、高圧法、乳化法などの公知の方法によって製造することができ、原料組成の割合と
して、その酢酸ビニルの含量が、１０～５０重量％、さらには、２５～４５重量％のもの
を用いることが好ましい。酢酸ビニルの含量が、それより低いと、柔軟性がなく低温接着
性の低下を招く場合があり、また、それより高いと、耐熱性の低下を招く場合がある。ま
た、そのメルトインデックス（ｇ／１０ｍｉｎ（１９０℃、２１６０ｇ）：ＡＳＴＭ　Ｄ
－１２３８に準拠、以下同じ。）が、０．１～５００、さらには、１～３００のものを用
いることが好ましい。
【００１６】
また、エチレン－酢酸ビニル共重合体の変性樹脂としては、特に限定されないが、例えば
、エチレン－酢酸ビニル共重合体の部分ケン化物のカルボキシル変性樹脂（以下、Ｃ－Ｈ
ＥＶＡと略称する。）が好ましく用いられる。Ｃ－ＨＥＶＡは、例えば、特公平５－２６
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エチレン－酢酸ビニ
ル共重合体またはその変性樹脂、光重合開始剤およびエチレン性不飽和モノマーを少なく
とも配合して、溶解または分散させることにより、油滴成分を調製し、この油滴成分を界
面活性剤によって水中に乳化させることにより得られ、エチレン性不飽和モノマーが、少
なくとも、エステル部分として炭素数６～１６の炭化水素基を有する（メタ）アクリレー
トおよびエステル部分としてヒドロキシル基を有し、炭素数２～５の炭化水素基を有する
（メタ）アクリレートを含んでいることを特徴としている。



８０２号公報などにその製造方法が記載されているように、例えば、まず、ＥＶＡを有機
溶媒に溶解し、その溶液中に、低級アルコールを加えた後、特定量の水の存在下に、触媒
としてアルカリアルコラートを添加して部分ケン化（ケン化度：１０～９０％程度）する
ことにより、エチレン－酢酸ビニル共重合体の部分ケン化物（以下、ＨＥＶＡと略称する
。）を得て、そのＨＥＶＡを、例えば、不飽和カルボン酸や酸無水物などの酸によって変
性することにより得ることができる。このようにして得られるエチレン－酢酸ビニル共重
合体の部分ケン化物のカルボキシル変性樹脂は、その水酸基価が、０～２５０ＫＯＨｍｇ
／ｇであり、その酸価が、２～１５０ＫＯＨｍｇ／ｇであることが好ましい。水酸基価お
よび酸価が上記の範囲を外れると、接着性能の低下、耐水性の低下、低温接着性の低下な
どを招く場合がある。
【００１７】
そして、このようなエチレン－酢酸ビニル共重合体またはその変性樹脂は、例えば、エチ
レン－酢酸ビニル共重合体またはエチレン－酢酸ビニル共重合体の変性樹脂を、それぞれ
単独で使用してもよく、また、エチレン－酢酸ビニル共重合体およびエチレン－酢酸ビニ
ル共重合体の変性樹脂を組み合わせて使用してもよい。
【００１８】
本発明に用いられる光重合開始剤としては、例えば、ベンゾフェノン系、チオキサントン
系、ベンジル、ミヒラーケトン、カンファーキノンなどの分子間水素引き抜き型光重合開
始剤、例えば、アセトフェノン系、ベンゾインエーテル系、アシルホスフィンオキシド系
などの分子内結合開裂型光重合開始剤などが挙げられる。
【００１９】
ベンゾフェノン系光重合開始剤としては、例えば、ベンゾフェノン、ｏ－ベンゾイル安息
香酸メチル、４－フェニルベンゾフェノン、４－ベンゾイル－４’－メチルジフェニルサ
ルファイド、２，４，６－トリメチルベンゾフェノン、（４－ベンゾイルベンジル）トリ
メチルアンモニウムクロリド、クロロベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、メチ
ルベンゾフェノン、３，３’－ジメチル－４－メトキシベンゾフェノン、アクリル化ベン
ゾフェノンなどが挙げられる。
【００２０】
チオキサントン系光重合開始剤としては、例えば、２－または４－イソプロピルチオキサ
ントン、２，４－ジエチルチオキサントン、２，４－ジクロロチオキサントンなどが挙げ
られる。
【００２１】
アセトフェノン系光重合開始剤としては、例えば、ジエトキシアセトフェノン、２－ヒド
ロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン（例えば、チバ・スペシャルティ
・ケミカルズ社製、ダロキュアー１１７３）、ベンジルジメチルケタール（例えば、チバ
・スペシャルティ・ケミカルズ社製、イルガキュアー６５１、ＢＡＳＦ社製、ルシリンＢ
ＤＫなど）、１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニルケトン（例えば、チバ・スペシ
ャルティ・ケミカルズ社製、イルガキュアー１８４）、２－メチル－２－モルホリノ（４
－チオメチルフェニル）プロパン－１－オン（例えば、チバ・スペシャルティ・ケミカル
ズ社製、イルガキュアー９０７）、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モル
ホリノフェニル）－ブタノン（例えば、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製、イルガ
キュアー３６９）、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－〔４－（１－メチルビニル）フェ
ニル〕プロパノンのオリゴマー（例えば、ランベルチ社製、エサキュアー　ＫＩＰ）など
が挙げられる。
【００２２】
ベンゾインエーテル系光重合開始剤としては、例えば、ベンゾイン、ベンゾインメチルエ
ーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾインイソ
ブチルエーテルなどが挙げられる。
【００２３】
アシルホスフィンオキシド系光重合開始剤としては、例えば、２，４，６－トリメチルベ
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ンゾイルジフェニルホスフィンオキシド（例えば、ＢＡＳＦ社製、ルシリンＴＰＯ）、ビ
ス（２，６－ジメトキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルペンチルホスフィンオキ
シド（ＢＡＰＯ）、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキ
シド、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）エチルホスフィンオキシド、ビス（２
，４，６－トリメチルベンゾイル）ｎ－ブチルホスフィンオキシドなどが挙げられる。
【００２４】
また、これら以外にメチルフェニルグリオキシエステル（ＡＫＺＯ社製、バイキュアー５
５）や３，６－ビス（２－モルホリノイソブチル）－９－ブチルカルバゾール（旭電化社
製、Ａ－Ｃｕｒｅ３）、チタノセン化合物なども挙げることができる。
【００２５】
また、これら光重合開始剤は、単独で使用してもよく、また、２種以上併用してもよい。
そのような具体例としては、市販品として、イルガキュアー１７００（ビス（２，６－ジ
メトキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルペンチルホスフィンオキシド／２－ヒド
ロキシ－２－メチルフェニルプロパン－１－オン＝２５／７５％）、イルガキュアー１８
００（ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルペンチルホスフ
ィンオキシド／１－ヒドロキシシクロヘキシル－フェニルケトン＝２５／７５％）（いず
れもチバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）などが挙げられる。
【００２６】
また、これら光重合開始剤のうちでは、分子間水素引き抜き型光重合開始剤が好ましく、
また、分子間水素引き抜き型光重合開始剤とともに分子内結合開裂型光重合開始剤を併用
してもよい。分子間水素引き抜き型光重合開始剤を用いることにより、接着性能の向上を
図ることができる。また、分子間水素引き抜き型光重合開始剤とともに分子内結合開裂型
光重合開始剤を併用することにより、接着性能を改善できる場合がある。また、分子間水
素引き抜き型光重合開始剤のうちでは、ベンゾフェノン系光重合開始剤が好ましく、また
、分子内結合開裂型光重合開始剤のうちでは、アセトフェノン系光重合開始剤が好ましい
。なお、分子間水素引き抜き型光重合開始剤および分子内結合開裂型光重合開始剤を併用
する場合には、分子間水素引き抜き型光重合開始剤１～３０重量部に対して、分子内結合
開裂型光重合開始剤３０～１重量部の割合であることが好ましい。
【００２７】
また、光重合開始剤による光重合反応を促進するために、必要に応じて、種々の増感剤や
光重合促進剤を、光重合開始剤とともに配合してもよい。
【００２８】
増感剤としては、例えば、アミン類、尿素類、イオウ化合物、ニトリル類、リン化合物、
窒素化合物などが挙げられる。
【００２９】
アミン類としては、トリメチルアミン、トリエチルアミン、エタノールアミン、ジエタノ
ールアミン、トリエタノールアミン、Ｎ－メチルジエタノールアミンなどの脂肪族アミン
類、例えば、アニリン、Ｎ－メチルアニリン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリンなどの芳香族ア
ミン類、例えば、ピペリジンなどの複素環アミン類、ジメチルアミノエチル（メタ）アク
リレート、ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート、アクリロイルモルホリンなどの
アミン系（メタ）アクリレート、アミン系ポリエステルアクリレート、アミン系アクリレ
ートオリゴマーなどが挙げられる。
【００３０】
尿素類としては、例えば、アリル系尿素化合物、ｏ－トリルチオ尿素などが挙げられる。
【００３１】
イオウ化合物としては、例えば、ナトリウムジエチルジチオホスフェート、芳香族スルフ
ィン酸の可溶性塩などが挙げられる。
【００３２】
ニトリル類としては、例えば、Ｎ，Ｎ－ジ置換－ｐ－アミノベンゾニトリル系化合物など
が挙げられる。
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【００３３】
リン化合物としては、例えば、トリ－ｎ－ブチルホスフィン、ナトリウムジエチルチオホ
スフェートなどが挙げられる。
【００３４】
窒素化合物としては、ミヒラーケトン、Ｎ－ニトロソヒドロキシルアミン誘導体、オキサ
ゾリン化合物などが挙げられる。
【００３５】
これら増感剤は、単独で使用してもよく、また、２種以上併用してもよい。また、これら
増感剤のうち、好ましくは、アミン類、より好ましくは、Ｎ－メチルジエタノールアミン
が挙げられる。また、増感剤の配合量は、適宜選択すればよいが、他の成分において酸価
がある場合（たとえば、エチレン－酢酸ビニル共重合体またはその変性樹脂や、後述する
塩素化ポリオレフィンなどが遊離のカルボキシル基を有している場合）には、その他の成
分のカルボキシル基の当量以上で、かつ、その過剰量において光増感作用が発現されるよ
うな配合量とすることが好ましい。
【００３６】
また、光重合促進剤としては、例えば、ジアルキルアミノ安息香酸またはその誘導体（例
えば、４－ジメチルアミノ安息香酸、４－ジメチルアミノ安息香酸エステルなど）、ホス
フィン系光重合促進剤（トリフェニルホスフィンなどのアリールホスフィン、トリアルキ
ルホスフィンなどのホスフィン系化合物）などが挙げられる。また、光重合促進剤の配合
量は、適宜選択される。
【００３７】
本発明に用いられるエチレン性不飽和モノマーとしては、例えば、単官能性モノマー、二
官能性モノマーおよび多官能性モノマーなどが挙げられる。
【００３８】
単官能性モノマー（単官能重合性希釈剤）としては、例えば、複素環式エチレン性不飽和
化合物（例えば、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルピリジン、Ｎ－ビニルカプロラクタ
ムなどのＮ－ビニル－窒素含有複素環化合物、例えば、モルホリン（メタ）アクリレート
、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレートなどの複素環式（メタ）アクリレートな
ど）、Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－ビニルアセトアミド、ジアルキルアミノエチル（メ
タ）アクリレート（例えば、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジエチルアミ
ノエチル（メタ）アクリレートなど）、Ｎ，Ｎ’－ジメチルアクリルアミド、アルコキシ
（ポリ）アルキレングリコール（メタ）アクリレート（例えば、メトキシエチレングリコ
ール（メタ）アクリレート、メトキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ブ
トキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレートなど）、アルキルフェノキシエチル
（メタ）アクリレート（例えば、ノニルフェノキシエチル（メタ）アクリレートなど）、
フェノキシ（ポリ）アルキレングリコール（メタ）アクリレート（例えば、フェノキシエ
チル（メタ）アクリレート、フェノキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレートな
ど）、アルキル（メタ）アクリレート（例えば、ブチル（メタ）アクリレート、２－エチ
ルヘキシル（メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）アクリレート、イソデシル（メ
タ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、イソミリスチル（メタ）アクリレー
ト、イソステアリル（メタ）アクリレートなど）、シクロアルキル（メタ）アクリレート
（例えば、シクロヘキシル（メタ）アクリレートなど）、アラルキル（メタ）アクリレー
ト（例えば、ベンジル（メタ）アクリレート）、橋架け環式炭化水素基を有する（メタ）
アクリレート（例えば、イソボルニル（メタ）アクリレート、ジシクロペンタジエン（メ
タ）アクリレート、ジシクロペンテニル（メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メ
タ）アクリレート、ジシクロペンテニルオキシアルキル（メタ）アクリレート、トリシク
ロデカニルオキシエチル（メタ）アクリレート、イソボルニルオキシエチル（メタ）アク
リレートなど）、ヒドロキシル基含有（メタ）アクリレート（例えば、２－ヒドロキシエ
チル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、３－クロロ
－２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ－３－フェニルオキシ
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プロピル（メタ）アクリレート、２－（メタ）アクリロイルオキシエチル－２－ヒドロキ
シエチルフタル酸、３－アクリロイルオキシグリセリンモノ（メタ）アクリレート、２－
ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、
ペンタンジオールモノ（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシアルキル（メタ）アクリロ
イルフォスフェート、４－ヒドロキシシクロヘキシル（メタ）アクリレート、ネオペンチ
ルグリコールモノ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールモノ（メタ）アクリ
レート、ポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリレートなど）、ポリε－カプロラク
トンモノ（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレート、モノ［２－（メタ）
アクリロイルオキシエチル］アッシドホスフェート、ハロゲン含有（メタ）アクリレート
（例えば、トリフルオロエチル（メタ）アクリレート、２，２，３，３－テトラフルオロ
プロピル（メタ）アクリレート、２，２，３，４，４，４－ヘキサフルオロブチル（メタ
）アクリレート、パーフルオロオクチルエチル（メタ）アクリレートなど）などが挙げら
れる。
【００３９】
二官能性モノマー（二官能重合性希釈剤）としては、例えば、２，２－ジメチル－３－ヒ
ドロキシプロピル－２，２－ジメチル－３－ヒドロキシプロピオネートのジ（メタ）アク
リレート、（ポリオキシ）アルキレングリコールジ（メタ）アクリレート（例えば、エチ
レングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート
、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ
）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレンジ（メ
タ）アクリレート、１，４－ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサン
ジオールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ペ
ンタンジオールジ（メタ）アクリレートなど）、グリセリンジ（メタ）アクリレート、ト
リメチロールプロパンジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールジ（メタ）アクリ
レート、ビスフェノールＡのアルキレンオキサイド（エチレンオキサイド、プロピレンオ
キサイド）付加物のジ（メタ）アクリレート（例えば、２，２－ビス（２－ヒドロキシエ
トキシフェニル）プロパンのジ（メタ）アクリレートなど）、橋架け環式炭化水素基を有
するジ（メタ）アクリレート（例えば、トリシクロデカンジメチロールのジ（メタ）アク
リレート、ジシクロペンタジエンジ（メタ）アクリレートなど）、二官能エポキシ樹脂の
（メタ）アクリル酸付加物（例えば、２，２－ビス（グリシジルオキシフェニル）プロパ
ンの（メタ）アクリル酸付加物など）などが挙げられる。
【００４０】
多官能性モノマー（多官能重合性希釈剤）としては、例えば、トリメチロールプロパント
リ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリオキシトリ（メタ）アクリレート
、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ
）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、テトラメチロー
ルメタントリ（メタ）アクリレート、テトラメチロールメタンテトラ（メタ）アクリレー
ト、トリス（アクリロイルオキシ）イソシアヌレート、トリス（２－ヒドロキシエチル）
イソシアヌレートのトリ（メタ）アクリレート、トリス（ヒドロキシプロピル）イソシア
ヌレートのトリ（メタ）アクリレート、トリアリルトリメリット酸、トリアリルイソシア
ヌレートなどが挙げられる。
【００４１】
これらエチレン性不飽和モノマーは、単独で使用してもよく、また、２種以上併用しても
よい。また、これらエチレン性不飽和モノマーのうち、好ましくは、（メタ）アクリレー
トが挙げられる。
【００４２】
そのような（メタ）アクリレートとしては、（メタ）アクリレート（（メタ）アクリル酸
エステル）のエステル部分が、炭素数６～１６の炭化水素基（例えば、脂肪炭化水素基、
脂環族炭化水素基、芳香脂肪族炭化水素基、芳香族炭化水素基などを含む）を有する（メ
タ）アクリレートが好ましく用いられ、より具体的には、例えば、２－エチルヘキシル（
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メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレ
ート、ラウリル（メタ）アクリレート、イソミリスチル（メタ）アクリレート、シクロヘ
キシル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）ア
クリレート、ジシクロペンタジエン（メタ）アクリレートなどが挙げられる。
【００４３】
また、このような、エステル部分として炭素数６～１６の炭化水素基を有する（メタ）ア
クリレートとともに、エステル部分としてヒドロキシル基を有し、炭素数２～５の炭化水
素基を有する（メタ）アクリレートを用いることが好ましく、そのようなエステル部分と
してヒドロキシル基を有し、炭素数２～５の炭化水素基を有する（メタ）アクリレートと
しては、例えば、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル
（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブ
チル（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレートなどが挙げ
られる。
【００４４】
このような（メタ）アクリレートを用いることによって、後述する油滴成分の調製におい
て、エチレン－酢酸ビニル共重合体またはその変性樹脂と光重合開始剤との両方の溶解性
および分散性の向上、さらには、接着性能の向上を図ることができる。そして、このよう
な（メタ）アクリレートとともに、他のエチレン性不飽和モノマーを、適宜、組み合わせ
て用いることにより、接着性能を調整することができる。
【００４５】
なお、上記したヒドロキシル基含有（メタ）アクリレートなどの親水性の（メタ）アクリ
レートを、得られたエマルション組成物に後添加すると、水中に良好に分散しているミセ
ルの形成を損なわせる場合がある。
【００４６】
そして、本発明の水系エマルション組成物を得るには、まず、少なくとも、エチレン－酢
酸ビニル共重合体またはその変性樹脂、光重合開始剤およびエチレン性不飽和モノマーを
配合して、溶解または分散させることにより、油滴成分を調製する。
【００４７】
油滴成分の調製は、例えば、エチレン性不飽和モノマーに、少なくとも、エチレン－酢酸
ビニル共重合体またはその変性樹脂と、光重合開始剤とを配合して、適宜、撹拌および混
合することにより、溶解または分散させればよい。なお、このような撹拌および混合にお
いては、必要により、例えば、４０～７０℃に加温してもよく、また、溶解性の向上を図
るべく、適宜、その他の公知の有機溶媒を配合してもよい。なお、そのような有機溶媒を
配合する場合には、後述する乳化（強制乳化）において、水の共沸とともに留去すること
が好ましい。
【００４８】
また、エチレン－酢酸ビニル共重合体またはその変性樹脂、および、エチレン性不飽和モ
ノマーの配合割合は、エチレン性不飽和モノマー１００重量部に対して、エチレン－酢酸
ビニル共重合体またはその変性樹脂が３～６０重量部、さらには、５～４０重量部である
ことが好ましい。エチレン－酢酸ビニル共重合体またはその変性樹脂の配合割合が、これ
より多いと、エチレン性不飽和モノマーに対する溶解および分散性が低下して、接着性能
の低下を招き、また、これより少ないと、エマルションの安定性が低下して、同じく、接
着性能の低下を招く場合がある。
【００４９】
また、光重合開始剤、および、エチレン性不飽和モノマーの配合割合は、エチレン性不飽
和モノマー１００重量部に対して、光重合開始剤が１～１６０重量部、さらには、１～１
３０重量部で、とりわけ、１５重量部以上であることが好ましい。光重合開始剤の配合割
合が、これより多いと、エチレン性不飽和モノマーに対する溶解および分散性が低下して
、エマルションの安定性が低下し、その結果、接着性能の低下を招き、また、これより少
ないと、同じく、接着性能の低下を招く場合がある。また、光重合開始剤の配合割合を、

10

20

30

40

50

(8) JP 3963778 B2 2007.8.22



１５重量部以上とすることによって、被着体の脱脂処理をしなくても、十分な接着性能を
発現させることができる。
【００５０】
そして、本発明の水系エマルション組成物は、このようにして調製された油滴成分を界面
活性剤によって水中に乳化させることにより得ることができる。
【００５１】
油滴成分を界面活性剤によって水中に乳化させるには、例えば、撹拌下において、油滴成
分中に、界面活性剤および水を添加して、転相乳化（強制乳化）させればよい。
【００５２】
本発明に用いられる界面活性剤は、特に限定されることなく、公知の界面活性剤を用いる
ことができ、例えば、脂肪酸塩、アルキル硫酸エステル塩、アルキルベンゼン硫酸塩、ア
ルキルスルホコハク酸塩、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫酸エステル塩、ポリ
オキシアルキレンアルキルエーテルカルボン酸塩、ポリオキシアルキレンアルキルエーテ
ルリン酸塩などのアニオン系界面活性剤、例えば、アルキルアミン塩、第４級アンモニウ
ム塩などのカチオン系界面活性剤、例えば、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル、ポ
リオキシアルキレンアルキルフェニルエーテル、ソルビタン脂肪酸エステルなどのノニオ
ン系界面活性剤などが挙げられる。
【００５３】
また、本発明においては、オキシエチレン基を有する界面活性剤が好ましく用いられ、そ
のようなオキシエチレン基を有する界面活性剤として、例えば、ポリオキシエチレンアル
キルエーテル硫酸エステル塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレ
ンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、その他の
ポリオキシエチレンの誘導体、あるいは、それらにエチレン性不飽和基などを付加させた
反応性界面活性剤などのポリオキシエチレン系の界面活性剤などが挙げられる。
【００５４】
このような界面活性剤は、単独で使用してもよく、また、２種以上併用してもよい。また
、界面活性剤の配合量は、油滴成分を乳化（強制乳化）させることができれば、特に限定
されないが、例えば、油滴成分１００重量部に対して、３～５０重量部、さらには、５～
３０重量部であることが好ましい。界面活性剤の配合量がそれより少ないと、分散性の低
下を招く場合があり、また、それより多いと、接着性能の低下を招く場合がある。
【００５５】
また、水の配合量も、油滴成分を乳化（強制乳化）させることができれば、特に限定され
ないが、例えば、油滴成分１００重量部に対して、１００～３０００重量部、さらには、
２００～２０００重量部であることが好ましい。
【００５６】
また、このようにして得られる水系エマルション組成物は、最終的には、その固形分（水
以外の成分）が、３～５０重量％、好ましくは、５～３０重量％として調製されることが
好ましい。
【００５７】
そして、このようにして得られる水系エマルション組成物は、少なくとも、エチレン－酢
酸ビニル共重合体またはその変性樹脂、光重合開始剤およびエチレン性不飽和モノマーを
内包するミセルが、水中に分散している状態となっている。
【００５８】
また、このようにして得られる水系エマルション組成物には、その目的および用途によっ
て、例えば、塩素化ポリオレフィン、ロジン類、シランカップリング剤などの接着性能を
向上させる成分や、例えば、酸化防止剤、紫外線吸収剤、着色剤、増白剤、染料などの各
種の添加剤を、乳化前の油滴成分または乳化後のエマルション組成物に、適宜、添加して
もよい。
【００５９】
塩素化ポリオレフィンとしては、例えば、塩素化ポリオレフィン樹脂を、単独で、あるい
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は、塩素化ポリオレフィン樹脂をそれ以外の重合体と混合することによって得られるもの
が挙げられる。このような塩素化ポリオレフィン樹脂としては、特に限定されず、例えば
、ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン－プロピレン共重合体、エチレン－プロピレ
ン－ジエン共重合体、ポリブテン、エチレン－酢酸ビニル共重合体、スチレン－ブタジエ
ン共重合体、スチレン－イソプレン共重合体などのポリオレフィン類やこれらポリオレフ
ィン類にカルボキシル基、水酸基、酸無水物基などを導入した変性ポリオレフィン類を公
知の方法で塩素化させた塩素化ポリオレフィン樹脂などが挙げられる。
【００６０】
これら塩素化ポリオレフィンは、単独で使用してもよく、また、２種以上併用してもよい
。また、塩素化ポリオレフィンの配合量は、適宜選択される。好ましくは、ポリプロピレ
ンおよび／またはポリエチレンを塩素化することによって得られる塩素化ポリオレフィン
樹脂や、上記した塩素化ポリオレフィン樹脂を無水マレイン酸などで変性した酸無水物変
性塩素化ポリオレフィン樹脂が挙げられる。なお、これら塩素化ポリオレフィンの塩素含
有率は、特に限定されないが、１５～４０重量％であると、ポリオレフィンからなる被着
体との密着性を向上させることができる。
【００６１】
ロジン類としては、例えば、アビエチン酸を主成分とする熱可塑性樹脂であるガムロジン
、ウッドロジン、トール油ロジンなどが挙げられる。より具体的には、例えば、水添ロジ
ン（ジヒドロアビエチン酸、テトラヒドロアビエチン酸）、不均化ロジン、不均化水添ロ
ジン、重合ロジン（一部重合ロジンを含む）などの変性ロジン類、例えば、ロジンあるい
は変性ロジン類のアルキルエステル、グリコールエステル、グリセリンエステル、ペンタ
エリスリトールエステル、例えば、ポリエステルの酸の一部にロジンあるいは変性ロジン
を用いたロジン変性ポリエステルなどが挙げられる。なお、ロジン変性ポリエステルは、
ロジンまたは変性ロジンのグリシジルエステルと、カルボン酸を有する化合物との反応に
よって得ることもできる。これらロジン類は、単独で使用してもよく、また、２種以上併
用してもよい。また、ロジン類の配合量は、適宜選択される。
【００６２】
また、シランカップリング剤としては、例えば、エポキシシラン、アミノシラン、ビニル
シランなどが挙げられる。エポキシシランが好ましく用いられ、そのようなエポキシシラ
ンとしては、例えば、γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシ
プロピルトリエトキシシラン、γ一グリシドキシプロピルメチルジエトキシシラン、β－
（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシランなどが挙げられる。これ
らシランカップリング剤は、単独で使用してもよく、また、２種以上併用してもよい。ま
た、シランカップリング剤の配合量は、適宜選択される。
【００６３】
そして、このようにして得られる本発明の水系エマルション組成物は、接着性組成物、す
なわち、プライマーや接着剤として好適に用いることができ、広汎な材料に対して高い接
着強度を有し、例えば、プラスチックフィルム、プラスチックシート、プラスチックフォ
ーム、繊維、合成皮革、金属などの各種の成形品を良好に接着することができる。
【００６４】
とりわけ、このような接着性組成物では、得られた水系エマルション組成物が、エチレン
－酢酸ビニル共重合体またはその変性樹脂と、光重合開始剤とが、エチレン性不飽和モノ
マー中に溶解または分散された状態で、ミセルに内包されており、そのミセルが水中に分
散しているので、被着体、とりわけ、表面の極性が低い被着体に対しても十分な濡れ性を
確保して、十分な接着性能を発現させることができ、さらには、エマルションの安定性が
良好で、機械的安定性および貯蔵安定性の向上を図ることができる。
【００６５】
また、このような接着性組成物は、水系であるため、引火の危険が少なく、良好な衛生環
境を確保することができる。さらに、初期の接着力、低温での接着力および耐水性にも優
れており、各種の用途において有効に使用することができる。

10

20

30

40

50

(10) JP 3963778 B2 2007.8.22



【００６６】
なお、本発明の接着性組成物を用いて接着するには、例えば、接着される被着体に対して
公知の方法により塗布すればよく、その使用方法は制限されず、例えば、接着の前処理と
して用いられるプライマーとして使用してもよく、また、接着剤として使用してもよい。
また、プライマーや接着剤に配合するようにして使用してもよい。なお、塗布後には、例
えば、５０～１０００ｍＪ／ｃｍ２ の紫外線を照射することが好ましい。
【００６７】
【実施例】
実施例１
ＥＶＡ（酢酸ビニル含量：４０％、メルトインデックス：６５、商品名：エバフレックス
ＥＶ４０ＷＹ（三井デュポンポリケミカル社製））５重量部と、１－ヒドロキシ－シクロ
ヘキシル－フェニルケトン（光重合開始剤、商品名：イルガキュアー１８４（チバ・スペ
シャルティ・ケミカルズ社製））５重量部とを、イソオクチルアクリレート５０重量部お
よび２－ヒドロキシエチルメタクリレート３０重量部の混合液に投入し、撹拌しながら５
０℃に加温して溶解させることにより、油滴成分を調製した。
【００６８】
この油滴成分を高速ミキサーにて撹拌（回転数：２０００ｍｉｎ－ １ ）しながら、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩系界面活性剤（商品名：エマールＥ２７Ｃ
（花王社製））２５重量部とイオン交換水８８５重量部とを添加して強制乳化を行ない、
水系エマルション組成物を得た。
【００６９】
実施例２
ＥＶＡ（酢酸ビニル含量：３５％、メルトインデックス：３０、商品名：エバフレックス
ＥＶ１５０（三井デュポンポリケミカル社製））５重量部と、ベンジルジメチルケタール
（光重合開始剤、商品名：イルガキュアー６５１（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社
製））５重量部とを、シクロヘキシルメタクリレート５０重量部、４－ヒドロキシブチル
アクリレート３０重量部およびトルエン７０重量部の混合液に投入し、撹拌しながら５０
℃に加温して溶解させることにより、油滴成分を調製した。
【００７０】
この油滴成分を高速ミキサーにて撹拌（回転数：２０００ｍｉｎ－ １ ）しながら、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩系界面活性剤（商品名：エマールＥ２７Ｃ
（花王社製））２５重量部とイオン交換水８８５重量部とを添加して強制乳化を行ない、
転相乳化後に系内に残存するトルエンを留去し、水系エマルション組成物を得た。
【００７１】
実施例３
Ｃ－ＨＥＶＡ（水酸基価：０ＫＯＨｍｇ／ｇ、酸価：８４ＫＯＨｍｇ／ｇ、トルエン溶液
（樹脂含量：２０重量％）、商品名：デュミランＳＤ－１８１（三井武田ケミカル社製）
）２５重量部と、１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニルケトン（光重合開始剤、商
品名：イルガキュアー１８４（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製））５重量部とを
、イソボルニルメタクリレート５０重量部および２－ヒドロキシエチルメタクリレート３
０重量部の混合液に投入し、撹拌して溶解させることにより、油滴成分を調製した。
【００７２】
この油滴成分を高速ミキサーにて撹拌（回転数：２０００ｍｉｎ－ １ ）しながら、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩系界面活性剤（商品名：エマールＥ２７Ｃ
（花王社製））２５重量部とイオン交換水８８５重量部とを添加して強制乳化を行ない、
転相乳化後に系内に残存するトルエンを留去し、水系エマルション組成物を得た。
【００７３】
実施例４
実施例３におけるイソボルニルメタクリレートの代わりにベンジルメタクリレートを用い
た以外は、実施例３と同様の配合および操作にて水系エマルション組成物を得た。
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【００７４】
実施例５
実施例３におけるイソボルニルメタクリレートの代わりにイソミリスチルアクリレートを
用いた以外は、実施例３と同様の配合および操作にて水系エマルション組成物を得た。
【００７５】
実施例６
実施例３におけるイソボルニルメタクリレートの代わりにイソステアリルアクリレートを
用いた以外は、実施例３と同様の配合および操作にて水系エマルション組成物を得た。
【００７６】
実施例７
実施例３におけるイソボルニルメタクリレートの代わりにイソブチルメタクリレートを用
いた以外は、実施例３と同様の配合および操作にて水系エマルション組成物を得た。
【００７８】
　　実施例
　Ｃ－ＨＥＶＡ（水酸基価：０ＫＯＨｍｇ／ｇ、酸価：８４ＫＯＨｍｇ／ｇ、トルエン溶
液（樹脂含量：２０重量％）、商品名：デュミランＳＤ－１８１（三井武田ケミカル社製
））５０重量部と、ベンゾフェノン３０重量部とを、イソボルニルメタクリレート５０重
量部および２－ヒドロキシエチルメタクリレート３０重量部の混合液に投入し、撹拌して
溶解させることにより、油滴成分を調製した。
【００７９】
この油滴成分を高速ミキサーにて撹拌（回転数：２０００ｍｉｎ－ １ ）しながら、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩系界面活性剤（商品名：エマールＥ２７Ｃ
（花王社製））２５重量部とイオン交換水８８５重量部とを添加して強制乳化を行ない、
転相乳化後に系内に残存するトルエンを留去し、水系エマルション組成物を得た。
【００８０】
　　実施例
　実施例 におけるベンゾフェノンの代わりに４－メチルベンゾフェノンを用いた以外は
、実施例 と同様の配合および操作にて水系エマルション組成物を得た。
【００８１】
　　実施例
　実施例 におけるベンゾフェノンの代わりに４－フェニルベンゾフェノンを用いた以外
は、実施例 と同様の配合および操作にて水系エマルション組成物を得た。
【００８２】
　　実施例
　実施例 におけるベンゾフェノンの代わりにｏ－ベンゾイル安息香酸メチルを用いた以
外は、実施例 と同様の配合および操作にて水系エマルション組成物を得た。
【００８３】
　　実施例
　Ｃ－ＨＥＶＡ（水酸基価：０ＫＯＨｍｇ／ｇ、酸価：８４ＫＯＨｍｇ／ｇ、トルエン溶
液（樹脂含量：２０重量％）、商品名：デュミランＳＤ－１８１（三井武田ケミカル社製
））５０重量部と、ベンゾフェノン３０重量部と、１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フ
ェニルケトン（光重合開始剤、商品名：イルガキュアー１８４（チバ・スペシャルティ・
ケミカルズ社製））５重量部とを、イソボルニルメタクリレート５０重量部および２－ヒ
ドロキシエチルメタクリレート３０重量部の混合液に投入し、撹拌して溶解させることに
より、油滴成分を調製した。
【００８４】
この油滴成分を高速ミキサーにて撹拌（回転数：２０００ｍｉｎ－ １ ）しながら、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩系界面活性剤（商品名：エマールＥ２７Ｃ
（花王社製））２５重量部とイオン交換水８５０重量部とを添加して強制乳化を行ない、
転相乳化後に系内に残存するトルエンを留去し、水系エマルション組成物を得た。
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【００８５】
　　実施例
　Ｃ－ＨＥＶＡ（水酸基価：０ＫＯＨｍｇ／ｇ、酸価：８４ＫＯＨｍｇ／ｇ、トルエン溶
液（樹脂含量：２０重量％）、商品名：デュミランＳＤ－１８１（三井武田ケミカル社製
））５０重量部と、４－メチルベンゾフェノン８０重量部と、Ｎ－メチルジエタノールア
ミン３重量部とを、イソボルニルメタクリレート５０重量部および２－ヒドロキシエチル
メタクリレート３０重量部の混合液に投入し、撹拌して溶解させることにより、油滴成分
を調製した。
【００８６】
この油滴成分を高速ミキサーにて撹拌（回転数：２０００ｍｉｎ－ １ ）しながら、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩系界面活性剤（商品名：エマールＥ２７Ｃ
（花王社製））２５重量部とイオン交換水８０２重量部とを添加して強制乳化を行ない、
転相乳化後に系内に残存するトルエンを留去し、水系エマルション組成物を得た。
【００８７】
比較例１
Ｃ－ＨＥＶＡ（水酸基価：０ＫＯＨｍｇ／ｇ、酸価：８４ＫＯＨｍｇ／ｇ、トルエン溶液
（樹脂含量：２０重量％）、商品名：デュミランＳＤ－１８１（三井武田ケミカル社製）
）２５重量部を高速ミキサーにて撹拌（回転数：２０００ｍｉｎ－ １ ）しながら、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩系界面活性剤（商品名：エマールＥ２７Ｃ
（花王社製））２５重量部とイオン交換水８８５重量部とを添加して強制乳化を行ない、
転相乳化後に系内に残存するトルエンを留去し、水系エマルション組成物を調製した。
【００８８】
この水系エマルション組成物に、１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニルケトン（光
重合開始剤、商品名：イルガキュアー１８４（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）
）５重量部と、２－ヒドロキシエチルメタクリレート３０重量部との混合液を、撹拌下、
添加した。
【００８９】
評価
実施例および比較例で得られた水系エマルション組成物について、分散安定性および接着
性能を評価した。
【００９０】
１）分散安定性
実施例および比較例で得られた各水系エマルション組成物について、製造直後（初期）と
、４０℃で７日間貯蔵したものとを目視で観察し、次に示すように評価した。その結果を
表１に示す。
【００９１】
○：均一に分散
×：相分離または沈殿物を生じている
２）接着性能
実施例および比較例の各水系エマルション組成物を、ＥＶＡ発泡体とポリ塩化ビニル（Ｐ
ＶＣ）シートとの間の接着のプライマーとして用い、その接着性能を評価した。すなわち
、
ＥＶＡ発泡体：１５０ｍｍ×２５ｍｍ×２５ｍｍのシート状成形品
ＰＶＣシート：１５０ｍｍ×２５ｍｍ×１ｍｍのシート状成形品
２液配合ポリウレタン系接着剤
ＰＶＣ用プライマー
を用意して、ＰＶＣシートに、ＰＶＣ用プライマーを塗布するとともに、ＥＶＡ発泡体に
、各水系エマルション組成物を塗布し、３００ｍＪ／ｃｍ２ の紫外線を照射した後、これ
を２液配合ポリウレタン系接着剤を介して接着した。室温で１日放置した後、ＪＩＳ　Ｋ
　６８５４に準拠して、１８０度剥離試験により接着強度を測定した。その結果を表１に
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示す。なお、表１中の接着性能の評価は、次の通りである。
【００９２】
ＡＡ：ＥＶＡ発泡体の材料破壊
Ａ：接着強度が４０Ｎ／ｃｍ以上
Ｂ：接着強度が２０～４０Ｎ／ｃｍの範囲
Ｃ：接着強度が２０Ｎ／ｃｍ未満
【００９３】
【表１】
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【００９４】
【発明の効果】
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本発明の水系エマルション組成物は、プライマーや接着剤などの接着性組成物として好適
に用いることができ、そのような本発明の接着性組成物は、広汎な材料に対して高い接着
強度を有し、例えば、プラスチックフィルム、プラスチックシート、プラスチックフォー
ム、繊維、合成皮革、金属などの各種の成形品を良好に接着することができる。また、こ
のような接着性組成物では、被着体、とりわけ、表面の極性が低い被着体に対しても十分
な濡れ性を確保して、十分な接着性能を発現させることができ、さらには、エマルション
の安定性が良好で、機械的安定性および貯蔵安定性の向上を図ることができる。また、水
系であるため、引火の危険が少なく、良好な衛生環境を確保することができる。
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